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＜連絡事項＞
リーダーをやる際は病床を確認して転出の許可をもらえるところは貰って下さい。

＜入室状況＞
【転出】
・高橋　政子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Cユニット206号室
・小向　栄子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Aユニット51号室

＜患者様情報＞
・工藤　孝雄様～船場Drから診察あり。食止め、内服薬止、点滴は内容をYDソリタ-T3、ラクテックに変更、抗生剤開始、発熱時は血圧低値により解熱剤を使用できない為、ガーゼに消毒液を付けたものを皮膚に貼り気化熱を利用するように指示あり。また、血糖3検は継続、スライディングスケールは中止するように指示あり。低血糖時はフローに従い、高血糖時は都度指示受けするようにとの事。 
 
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察10分程度で他室侵入を繰り返し自制困難で早めに開放観察終了する。自室へ戻ってからは興奮、危険行為なく穏やかに過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時、話の切り上げが出来ない様子あり。13：00ヒルナミン(25)1T+トリヘキシフェニジル(1)1T服用する。その後は興奮なく穏やかに過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。拘束部位の緩み、皮膚トラブルなし。オムツ外し頻回で尿汚染あり頻回に更衣行う。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・庭野　清隆様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察指示あり。やや気分高揚見られるがトラブルなく経過。再入室時は拒否的言動聞かれない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。不穏、興奮なし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科Dr.診察情報＞
[bookmark: _GoBack]・中村 征美様～右臀部6×6㎝の表皮剥離局面、分泌液殆どなし。
テラマイシン軟膏＋ガーゼ保護。テラマイシン軟膏1本処方

・工藤 孝雄様～テラマイシン軟膏1本処方

・三浦 郁子様～①仙骨部～背部の潰瘍　壊死組織漸次減少分泌液梢減少
　 　　　　　 　洗浄→中央部壊死組織にブロメライン軟膏→潰瘍にゲーベン。
②両趾腹の黒色皮膚局面→テラマイシン

・上山 博一様～陰部～会陰　発赤（+）湿潤（-）びらん（-）　エキザルベ塗布。
エキザルベ軟膏1本処方

・松本 文男様～①特変なし→同前処置。
②両下腿に暗色落屑、掻痕著明→両下腿慢性湿疹→
デルモゾールDP軟膏塗布。デルモゾールDP軟膏2本処方。

・滝澤 幸輝様～躯四肢に掻痕、びらん局面散花テラマイシン軟膏塗布

・庭野 清隆様～右第2345趾発赤、びらんゲンタマイシン軟膏+ガーゼ、
包帯 ミノマイシン（50）2T　2×1　7日分処方

・大塚 勇人様～両足4、5趾発赤。テラマイシン軟膏塗布

・安達　貴弘様～①肛囲　漸次軽快→同前処置。
③耳囲　紅斑、落屑→デルモゾールDP軟膏塗布

・古積 幸太様～①タベジール 2T　2×1　7日分処方
②デルモゾールDPローション　1本処方
③ナジフロクリーム　1本

